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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、価値共創ネットワークとQOLという２つの概念を中核とした地域マ
ーケティング独自の研究枠組みを提示することである。本研究から、２つの点が明らかになった。１つは、地域
マーケティング本質は企業と顧客との2者間関係からなる伝統的なマーケティングではなく地域の利害関係者に
向けてのインターナル・マーケティングを前提とした社会的マーケティングにあるということ、である。もう1
つは、姉妹都市交流に関するデルファイ法による調査から、認知的社会資本の形成は地域の価値共創ネットワー
クによって構築され維持されること、である。こうした発見は、地域マーケティングの独自な研究枠組みの構築
に貢献したといえる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to present an original framework for 
regional marketing consisting of the co-creation value network and QOL. This research clarifies two 
points. One is the essence of regional marketing is a kind of social marketing which requires not 
traditional marketing consisting of the dyad of a firm and a customer but internal marketing. The 
other is the Delphi research concerning sister city exchange indicates that the development of 
cognitive social capital is built and maintained by the co-creation value network in the region. 
These findings provide meaningful implications for an original framework for regional marketing.
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１．研究開始当初の背景 
地域の自主自立性が強く求められるよう
になるとともに、地域の運営においてマーケ
ティングの視点や技法を利用するケースが
多くなってきた。街づくり、地域ブランド開
発、観光客誘致といった様々な文脈において
地域をマーケティングするという試みがな
されており、多くの事例報告や研究がなされ
ている。 
これまでの研究を通じて見えてきたこと
は、地域マーケティングに多様な主体が関わ
っていること、そしてそうした主体間で強い
相互作用関係（相互補完関係のみならず対立
的関係も含め）が頻繁に見られることである。
こうした点を考慮すると、地域マーケティン
グを考える場合、個々の主体間関係に注目す
るだけでなく、それを構成要素とするような
ネットワークのレベルでの価値創発や利害
対立といったことも考えていくことが必要
となる。つまり、企業と顧客の 2者間関係を
中心に他のステイクホルダーとの関係を制
約条件的、あるいは副次的なものと捉える伝
統的なマーケティングの研究枠組みでは地
域マーケティングについて十分な説明と適
切な含意が生み出しえないのである。 
しかし、地域マーケティングに関する研究
枠組みの整備は、この伝統的な研究枠組みの
微調整や応用という文脈の中で展開されて
きた。地域の行政機関や企業とその顧客との
関係に焦点を当て、その成果は地域の観光収
入や地域産品の販売額で論じられることが
多かった。情報インフラが高度化し個人や組
織の間の「つながり」が大きな影響力を持つ
ようになってきた今、地域ネットワークを分
析単位とし、より複眼的に成果を捉えるよう
な研究枠組みを構築することは、地域マーケ
ティングの研究基盤として不可欠なもので
あると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、価値共創ネットワークと

QOL (Quality Of Life)という 2つの概念を中
核とした地域マーケティング独自の研究枠
組みを提示することである。 
そこで、地域を価値共創ネットワーク、そ
のマーケティングを価値共創プロセスの構
築・管理として捉え、その成果を QOL 概念
によって多元的に概念化および測定できる
ような研究枠組みを構築し、複数の地域にお
いて収集したデータをもとに、この研究枠組
みの検証と精緻化を行っていくこととした。
具体的には次のような点を明らかにするこ
とを試みた。 

(1) 種々のネットワーク概念と社会ネット
ワーク分析やデルファイ法という分析手法
を用いて、地域マーケティングに関わるネッ
トワークの特性と価値共創プロセスの動態
性について明らかにしていくこと。 

(2) QOL概念が持つ地域マーケティングの
成果指標としての可能性について検討を行

い、成果指標として必要になる QOL の概念
次元とその測定指標を明らかにしていくこ
と。 

(3) 上記(1)と(2)をベースに、地域マーケテ
ィングを研究するための枠組みを構築し、そ
の基本命題群を明らかにしていくこと。 

(4) 構築した枠組みおよび命題から検証可
能な仮説を抽出し、日米において収集するデ
ータに基づきこれらの仮説の検証を行い、研
究枠組みおよび命題群の精緻化を図ること、
であった。 
 
３．研究の方法 
前半の 2年間では、文献研究、ヒアリング
調査、そして 2種類の定性的調査（ネットワ
ーク調査票を使った調査とデルファイ調査）
を通じて、分析単位としての価値共創ネット
ワークと成果指標としてのQOL指標を中核と
するような研究枠組みの構築を行った。この
探索的期間で採用する2つの定性的調査手法
は、マーケティング研究への適用例が少ない
ため、研究手法の確立という点も重視しなが
ら研究を進めた。後半の 2年間は、構築した
研究枠組みから導出した検証可能な仮説群
を、定量的調査を通じて得たデータと多変量
解析法を使って経験的に検討し、研究枠組み
の精緻化を試みた。 
デルファイ法を使って、地域マーケティン
グの成果について多様なステイクホルダー
が持つ意見とその集約過程を考察し、注目す
べき QOL の次元を把握することであった。地
域に関わる立場の違う 20 名程度の被験者に
地域マーケティングの果たすべき役割に関
する意見を述べてもらい、それを全被験者間
で共有したうえで地域マーケティングの役
割に関して再度意見を述べるよう要請する
といったラウンドを計 4回実施した。これに
より、地域マーケティングの成果に関する意
見の動態的変化（広がりや集約）を観察する
ことができ、どの QOL 次元を研究枠組みの中
に組み込むのかに関する検討を行った。 
 
４．研究成果 
 本研究から、２つの点が明らかになった。
１つは、地域マーケティングの本質は企業と
顧客との2者間関係を前提として伝統的なマ
ーケティングではなく地域の利害関係者に
向けてのインターナル・マーケティングを前
提とした社会的マーケティングにあるとい
うこと、である。2016 年に実施した地域社会
の生活に密接に関係する宅配業者に対する
定量的な調査から、宅配業者に向けてのイン
ターナル・マーケティングは、結果的に社会
に役立つような自発的貢献行動の１つであ
る組織市民行動を促進することが示された。 
もう 1つは、姉妹都市交流に関するデルフ
ァイ法による調査から地域の価値共創ネッ
トワークは認知的社会資本の形成によって
構築され維持されること、である。地域 QOL
は空気のように普段はその価値には気づく



ことはない。そこで、姉妹都市と比較すると
いう作業を通して、自らの地域 QOL の良い点
と悪い点を相対的に評価する機会を得るこ
とができる。 
また、地域の価値共創ネットワークも姉妹
都市の地域の価値共創ネットワークと結合
し、１つの価値共創ネットワークとして機能
することにより、お互いの認知的社会資本を
高める機会を提供することが明らかとなっ
た。ただし、ネットワークの主要なノードと
なるキーパーソンの高齢化ないしは死亡は、
価値共創ネットワークに致命的は影響をも
たらすこともあり、若い世代の価値共創ネッ
トワークへの参加が不可欠であることも指
摘された。 
こうした発見は、地域マーケティングの独
自な研究枠組みの構築に際して、価値共創ネ
ットワークとQOLという概念が中核となる可
能性が高いことを示したといえるであろう。 
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